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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・インフルエンザ注意報が発令されているため、感染予防を徹底すること。利用者様で不調が有った場合はすぐにマスクの着用を促し、感染拡大予防に努めること。病院スタッフ家族に罹患者が出ているので、インフルエンザに罹患した場合は、発熱後5日間・解熱後2日間は出勤・通所をしないこと。各自、体調管理をしっかり行い、感染予防に努めること。
・個人情報に関するアンケートが小嶋SGMより各自に送信されているので、1/23（火）までに記入し返信すること。

・認知症ケア専門士の試験案内が届いているので、試験申込締め切りが4月上旬となっているため、受験希望者は応募要項等を確認し、期限に遅れないように申し込むこと。
・病院のエアタオルがペーパータオルに変更となるため、青陽館にも、各階のトイレ3ヵ所、浴室洗面台、手洗い場、キッチンの6カ所、計12ヶ所に設置される。
・利用者様からの連絡で、大切な内容（通所開始・再開、退所、就労関係など）については日誌の他、患者動静報告、電子カルテでの担当医への報告も忘れずに行うこと。
［研修］
・2/6・9　第6回法人研修「成年後見と人権擁護」

・2/11　発達障害に関する研修：申し込みは各自で行うこと
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

[提出物]

・個人情報アンケート⇒1/23（火）まで

・1月月報⇒2/5（月）8：00まで

・1月経過録⇒2/7（水）までにアップロード

・評価：転倒・転落アセスメント、LASMI⇒2月中に実施

＜利用者様情報＞
デイケア

・竹洞　聡　　様～本人より報告があり、今後は就労継続支援A型「ルミック」を平日利用していくとのことで、デイケアには来れなくなるとのこと。本日医師との面談時に報告し、医師からの許可をもらったと話している。施設利用については特に問題はなく、気になることはないとのことで、何か問題が生じた際には無理せず相談していくよう促している。上記状況である為、本日付けでデイケアを終了となる。
・櫻川　貞二　様～先週、来所時右脇腹の痛みがあり皮膚科受診を勧めており、その後の経過について尋ねている。皮膚科受診し、医師より右脇腹の発赤疹は帯状疱疹と診断され、軟膏処方されたとのこと。発赤疹は増強なく、痂疲傾向であるが、「まだ、肌着が振れれば、ざわっとした痛みはまだある」と話している。
・上野　千奈津様～北病棟より情報提供あり、表情は冴えないが、自分からデイケアに行くと話している為、本日1日体験利用に来所するとの連絡あり。笑顔はいつもより少ないが、不調を訴えることなく、各プログラムに参加出来ている。
・鈴木　知子　様～送迎についての連絡している。整形外科の受診は２週間1回で行っているとのことで、次回の受診は1/29(月)に受診するとのこと。前回の受診の際に、長い距離を歩く際には膝にサポーターを着けるように説明を受けたと話している。今週の木曜日より、むつ食品から青陽館の送迎を行うことを伝えると了承している。また、通院中のみ送迎することを伝えると了承されている。次回、来所した際には膝の状態を確認していく。
・森　美智雄男様～来所後、自ら抗酒剤を持って来て服用しており、体調変わりないと話している。単身生活となるため特定相談三浦氏よりヘルパー利用を勧められるが、自分でやるからと断っている。食事中むせ込みなどは見られず食べ終えている。
デイナイトケア
・田中　一　　様～本日で服薬が変更になり1週間が経ったため、体調について確認している。睡眠は今朝の3時に寝たとのことだが、前より寝れているような気がするとのこと。強迫行為については、「今日はいつもより少なかった」と話している。服薬が変更になったことに対しては「薬が効いているかはわからない」と話している。今後も体調と睡眠状況を確認していく。
・千葉　輝夫　様～昨日、午後のプログラムへの参加促すと、「そうやって指示して」と不機嫌になることが見られ、時間をおいて再度促すことで参加することが出来ている。16：00、ズボンを汚染しているため更衣を行っている。更衣の促しには拒否なく応じている。本日は、筋トレの時間に途中でトイレに行くが、トイレに行かず浴室の脱衣場の椅子に座っていることがあり、また、ロッカーの鍵をズボンのボタンホールに通そうとしている。上記内容を息子様に情報提供し、今後も様子を観察していく。
・鈴木　真知子様～昨日13：30、頭痛の訴えあり、バイタル測定実施し、血圧106/72ｍｍHｇ、脈拍60回/分。静養室で30分程休養している。その後、作業療法の時間に顔の辺りを擦っている様子があり、声を掛けると「目の下、擦ってたの」と話しており、痛みや痒みについては「ちょっとね？」と話しているため、擦らないように伝えている。その後は、帰荘時まで不調の訴えなく過ごしている。本日は不調の訴えなく過ごすことが出来ており、プログラムの途中退席も見られない。時折、しかめ顔をしているが、スタッフの声掛けに笑顔が見られている。外出要求もなく、外を見ていることは少ない。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も所在確認を徹底し、様子を観察していく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～1/22（月）普段通り来所しており、不調やバイタルサインの異常はない。明日八戸赤十字病院での検査となっており、検査の準備についてスタッフと確認している。不安を訴えることはなく、終了後ナイトケアに来所すると話す為、来所時に状況を教えて欲しいことを伝えている。
・竹洞　聡　　様～1/22（月）16：30、本人より電話連絡があり、就労について報告している。現在、就労継続支援施設A型を体験利用しており、今後正式利用が決まった際にはデイケアを退所したいとのこと。デイケアを退所する際には、主治医からの指示が必要なことや、正式利用の際に今後のことについて各機関と話し合った上で決めていくことになることを説明している。明日デイケア利用予定とのことで、その時に担当スタッフと今後について話し合うよう伝え、電話を終えている。その後青明舎特定相談員に正式利用についての進捗状況を確認すると、病院SWと訪問看護「五福」のスタッフに報告しており、ケアプラン等を検討中であるとのこと。今後進展があった際には、情報提供を依頼している。
・竹洞　総子　様～1/22（月）16：30、本人より電話連絡があり、就労について報告している。現在、就労継続支援施設A型を体験利用しており、今後正式利用が決まった際にはデイケアを退所したいとのこと。デイケアを退所する際には、主治医からの指示が必要なことや、正式利用の際に今後のことについて各機関と話し合った上で決めていくことになることを説明している。明日デイケア利用予定とのことで、その時に担当スタッフと今後について話し合うよう伝え、電話を終えている。その後青明舎特定相談員に正式利用についての進捗状況を確認すると、病院SWと訪問看護「五福」のスタッフに報告しており、ケアプラン等を検討中であるとのこと。今後進展があった際には、情報提供を依頼している。
＜患者様満足度調査について＞
・今回の満足度調査について、青陽館利用者様からの要望が色々と出ていたので、日頃の
利用者様とのかかわり方について考える機会とする。
⇒電話や話し方での、言葉遣いが丁寧過ぎても、なれなれしすぎてもよくない。相手に
より、言葉遣いは使い分けていかなければならないため、対応の仕方のスキル、幅を
広げていくことが大切。
　⇒せわしなく話すと、まくしたてられている感じがして、不安を煽られている感じがする。
　⇒話すペース、声のトーンをTPOによって使い分ける。
　⇒感情的にならず、間違えたと思ったら、謝罪する。
　⇒マスクをかけたままで話をするのは失礼。どうしてもマスクをかけたままで話をする場合には、一言、相手に理由を説明する。
　⇒外線対応では、時間を守るようにし、日勤者は原則として17時以降の電話は取り次がないようにする。夜間の電話は時間を決めるなどの枠組みを決め、守るようにする。上手く説明できない場合には、管理者に相談する。
　⇒家族への対応について、何でもかんでも引き受けず、場合によっては、管理者から説明してもらうようにする。
　⇒わからないことに対して、推測で答えず、わからないことを伝えて、確認してから伝えるようにする。
　⇒腕組みをして立っていると、高圧的な印象を与えるため、好ましくない。

